
１ 調査の概要 

○実施日 令和４年４月１９日（火）

○目的

・義務教育の機会均等とその水準の維持向上の視点から、全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。

・学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。

・上記のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。

○調査内容

①教科に関する調査（国語、算数・数学、理科）

・出題範囲は、調査する学年の前学年までに含まれる指導事項を原則とし、出題内容

は、それぞれの学年・教科に関し、以下のとおりとする。

ア）身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活

において不可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・

技能等

イ）知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための

構想を立て実践し評価・改善する力等に関わる内容

調査問題では、上記ア）とイ）を一体的に問うこととする。 

②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

・児童生徒に対する調査及び学校に対する調査

○対象 小学校第６学年、中学校第３学年の全児童生徒

○県内(公立学校)の実施状況

公立小学校 
特別支援学校 

小学部 
公立中学校 

特別支援学校 

中学部 
合 計 

学校数 

(分校含む) 
１６３校 [１校] ８３校 [３校] ２４６校 

児童生徒数 ５,８６７人 ５,９１７人 １１,７８４人 

令和４年度 

全国学力・学習状況調査結果の概要について
山梨県教育委員会 
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国語 算数 理科 国語 数学 理科

平均正答数（本県）問 8.9／14 9.9／16 10.5／17 9.8／14 7.1／14 10.5／21

平均正答数（全国）問 9.2／14 10.1／16 10.8／17 9.7／14 7.2／14 10.4／21

平均正答率（本県）% 64 62 62 70 51 50

平均正答率（全国）% 65.6 63.2 63.3 69.0 51.4 49.3

全国平均正答率との差 -1.6 -1.2 -1.3 1.0 -0.4 0.7

平成30年度 平成30年度

国語 算数 理科 国語 数学 理科

平均正答数（本県）問 8.8／14 10.8／16 9.6／16 9.2／14 9.1／16 18.2／27

平均正答数（全国）問 9.1／14 11.2／16 9.6／16 9.0／14 9.1／16 17.9／27

平均正答率（本県）% 63 68 60 66 57 67

平均正答率（全国）% 64.7 70.2 60.3 64.6 57.2 66.1

全国平均正答率との差 -1.7 -2.2 -0.3 1.4 -0.2 0.9

令和４年度　本県の調査結果（公立）

小学校調査 中学校調査

小学校調査 中学校調査

令和３年度 令和３年度

令和３年度　本県の調査結果（公立）
※理科の前回調査は、平成30年度

２ 結果の概要 

（１）教科に関する調査

①令和４年度教科別調査結果（平均正答率及び平均正答数）

全体的に見て、全国平均正答率との差が±２ポイント以内であり、全国平均と概ね同

等の結果である。 

〈小学校〉 

国語、算数、理科において、全国平均正答率を下回ったが、国語、算数においてはそ

の差が前回調査より縮まった。 

〈中学校〉 

国語と理科において、全国平均正答率を上回る結果を維持しており、数学においては、

全国平均正答率をわずかに下回った。 

※県平均正答率については、平成29年度から整数値で公表（全国共通）しているため、

実際の差との数値が異なる場合がある。

※後日実施した学校のデータは、全体の集計からは除外されている。（全国共通）

※国立教育政策研究所の令和４年度全国学力・学習状況調査報告書には、「全ての都道

府県（公立校）が全国の平均正答率の±10％の範囲内であり、大きな差は見られな

い。」と表記されている。
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②同一学年生徒の小学校６年時の平均正答率との差

国語、数学ともに、小学校から中学校に向けて伸びが見られる。

小学校６年時と中学校３年時の全国平均正答率との差 

（２）質問紙調査

①児童生徒質問紙調査

質問紙調査においては、これまで肯定的な回答の多かった、学習への興味関心・規範意

識・自己有用感に関する項目について、全国平均と比べて引き続き高い傾向にある。

・児童生徒共通して、学習に対する興味関心が、全国平均を上回っている。

小 +2.2ポイント(山梨 84.8％ 全国 82.6％)  ＜R3山梨 85.7％ 全国 83.3％＞ 

中 +2.7ポイント(山梨 78.0％ 全国 75.3％) ＜R3山梨 78.3％ 全国 76.7％＞ 

・児童生徒共通して、「人が困っている時には進んで助ける」「人の役に立つ人間になり

たい」等の規範意識の項目で、全国平均を上回っている。

  小 +1.4ポイント(山梨 95.0％ 全国 93.6％)  ＜R3山梨 95.5％ 全国 93.7％＞ 

中 +1.7ポイント(山梨 95.0％ 全国 93.3％)  ＜R3山梨 95.1％ 全国 93.1％＞ 

・児童生徒共通して、「自分にはよいところがある」「将来の目標を持っている」等の自

己有用感などの項目で、全国平均を上回っている。

小 +2.6ポイント(山梨 84.7％ 全国 82.1％)  ＜R3山梨 81.8％ 全国 78.6％＞ 

中 +3.6ポイント(山梨 81.1％ 全国 77.5％)  ＜R3山梨 76.8％ 全国 72.4％＞ 
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・児童生徒共通して、生活習慣・学習習慣に関する項目についても、全国平均を上回っ

ている。

小 +1.3ポイント(山梨 71.8％ 全国 70.5％) ＜R3山梨 88.8％ 全国 85.1％＞

中 +1.9ポイント(山梨 74.7％ 全国 72.8％) ＜R3山梨 84.9％ 全国 82.2％＞

・児童生徒共通して、学習時の ICT の活用に関する項目については、昨年度、全国平均

を 10 ポイント程度下回っていた結果から 2 ポイント程度の差となり、改善が見られ

た。しかし、具体的な活用場面では全国を下回っており、ICT 活用促進に今後も継続

して取り組み改善していく必要がある。

小 -2.6ポイント(山梨 44.8％ 全国 47.4％)  ＜R3山梨 48.9％ 全国 57.0％＞ 

中 -1.6ポイント(山梨 40.8％ 全国 42.4％) ＜R3山梨 41.3％ 全国 51.9％＞ 

②学校質問紙調査

・小学校中学校共通して、授業改善に関する項目で、全国平均を上回っている。

小 +0.5ポイント(山梨 87.8％ 全国 87.3％) ＜R3山梨 90.0％ 全国 84.7％＞

中 +0.5ポイント(山梨 87.7％ 全国 87.2％) ＜R3山梨 85.5％ 全国 81.3％＞

・小学校中学校共通して、生徒指導に関する項目で、全国平均を上回っている。

小 +0.8ポイント(山梨 92.5％ 全国 91.7％) ＜R3山梨 95.9％ 全国 92.8％＞

中 +1.9ポイント(山梨 98.5％ 全国 96.6％)  ＜R3山梨 97.9％ 全国 96.8％＞

・小学校中学校共通して、教職員の資質能力の向上に関する項目で、全国平均を上回っ

ている。

小 +4.4ポイント(山梨 90.2％ 全国 85.8％) ＜R3山梨 94.5％ 全国 90.3％＞

中 +8.9ポイント(山梨 90.3％ 全国 81.4％) ＜R3山梨 94.9％ 全国 87.9％＞

・小学校中学校共通して、家庭・地域との連携に関する項目では全国を下回っており、

特にコミュニティ・スクールの仕組みを生かした取組に関しては、今後も継続して取

り組む必要がある。

小 -1.1ポイント(山梨 73.1％ 全国 74.2％) ＜R3山梨 72.7％ 全国 74.7％＞

中 -11.0ポイント(山梨 63.9％ 全国 74.9％) ＜R3山梨 79.7％ 全国 81.4％＞
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３ 令和４年度の取組 

１ 学力向上総合対策事業の推進 

○学力向上推進事業（学力向上対策会議、学力向上フォーラム、学力向上キャラバン）

○山梨県学力把握調査事業（中２国数英）

○学力向上支援スタッフ配置事業、スクール・サポート・スタッフ配置事業

○少人数教育推進事業

○英語教育改善プラン推進事業

○深い学びの実現に向けた ICT活用推進事業

○情報社会に生きる読解力・記述力育成事業

○教科担任制推進事業費

○少人数教育効果検証事業

○先進的教育活動モデル事業費補助金

○家庭学習習慣化促進事業

〇外国人児童生徒等支援事業

○若手教員グローアップ事業

２ やまなしスタンダードの推進 

・「やまなしスタンダード～授業づくりの７つの視点～」のもと、県全体での授業づく

りの取組の推進 

３ 地域の実態に応じた取組の実施 

・地域学力向上推進幹を中心とした、各地域の特色や課題に焦点を当てた学力向上対策

の推進

４ 県教委による採点および採点講習会の実施 

・小中学校の答案を総合教育センター指導主事（小・中・高）が採点し、課題の見られ

た問題を基に、授業改善に向けた資料を作成し配付

・自校採点の方法等についての講習会を小中ともに実施（各校の課題把握のための自校

採点を促し、課題克服に向けた早期の授業改善につなぐ）

５ 各種説明会を通じた早期の授業改善の推進 

・授業改善のための組織的な対応を促すため、学力調査を踏まえた授業改善のための説

明会を開催（小：６月２８日、中：６月３０日）

・誤答から考えられる課題と、課題克服に向けた授業改善のポイントをまとめた冊子の

配付、早期の授業改善を促進
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４ 結果を踏まえた今後の取組 

○「学力向上フォーラム２０２２」の開催

・全国学力・学習状況調査より明らかになった課題、学校での学習と学力向上対策等に

ついての指導主事による説明

・大学の教授を講師に招聘して、「主体的・対話的で深い学び」を通した学力向上の在

り方についての講演会の開催

・深い学びの実現に向けた ICTの有効活用に関する講演、トークセッションの実施

○学力調査の分析結果を反映させた研修会の実施

・学力調査の結果を踏まえた授業改善の方向性（効果的な ICT活用の在り方等）につい

て学習する研修会の開催（小：８月３０日、中：８月２５日）

・各種研修会や学校要請訪問の中で、分析結果をもとにした授業改善の取組を説明

○指導主事による学校訪問

・市町村、学校毎の状況を把握し、指導改善の取組の周知・徹底

○ICTを活用した指導の充実に向けた組織的な取組

・深い学びの実現に向けた ICT活用推進事業の成果を県内に発信

・効果的な ICT活用の在り方について学習する研修会の開催

・全国学力・学習状況調査の ICTに関わる問題についての説明

・授業における ICT活用のアイデア例を作成・配付

・教育課程研究会の成果物の周知

・個人用端末を用いた家庭学習につなげられる学習教材の作成・配信

○「結果と授業改善のポイント」の冊子の作成・配付

・授業改善に向けた取組を推進するため、全国学力・学習状況調査、山梨県学力把握

調査、山梨県教育課程実施状況調査を踏まえた授業改善の冊子を小学校４教科(国・

算・社・理)、中学校５教科(国・数・英・社・理)で作成し、各校に配付

○学級経営の充実に向けた取組を引き続き県全体で推進

・児童生徒が所属感、自己有用感を持つことができるよう、集団としての意見をまとめ

たり、個人として問題解決に向けた目標や方法・内容等を決定したりする活動を引き

続き県全体で推進

○学校運営協議会設置推進事業の促進

・やまなしコミュニティ・スクール連絡協議会（仮称）の開催

・要請訪問時に行う指導主事による CSの円滑な設置の支援

○「ピックアップ問題」の作成と配信

・全国学力・学習状況調査の結果を受け、課題が見られた問題をピックアップ問題とし

てまとめ、ホームページ上で配信
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8.9 /14
9.2 /14

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

山梨県（公立） 5,863 64.0 9.0 3.3
全国（公立） 965,308 65.6 10.0 3.3

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集計結果 

正答数集計値・グラフ 

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

児童数

山梨県
（公立）

山梨県
（公立）

全国
（公立）

１４問 259 4.4 5.0
１３問 574 9.8 10.5
１２問 650 11.1 12.9
１１問 739 12.6 12.8
１０問 669 11.4 11.6
９問 610 10.4 10.2
８問 538 9.2 8.7
７問 464 7.9 7.3
６問 400 6.8 6.0
５問 321 5.5 4.8
４問 213 3.6 3.6
３問 182 3.1 2.7
２問 99 1.7 1.8
１問 75 1.3 1.1
０問 70 1.2 1.0

正答数集計値

正答数
割合(％)

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

山梨県（公立）

全国（公立）

全国学力・学習状況調査 小学校 国語 

14
(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 5
(2) 情報の扱い方に関する事項 0
(3) 我が国の言語文化に関する事項 1
Ａ　話すこと・聞くこと 2
Ｂ　書くこと 2
Ｃ　読むこと 4
知識・技能 6
思考・判断・表現 8
主体的に学習に取り組む態度 0
選択式 8
短答式 3
記述式 3

問題形式

70.5 71.8
61.0 63.6
49.2 51.3

評価の観点

68.6 70.5
60.3 62.0

学習指導
要領の
内容

知識及び技能

67.2 69.0

75.9 77.9

思考力，判断力，
表現力等

64.9 66.2
45.2 48.5
65.6 66.6

分類 区分
対象問題

数
（問）

平均正答率(％)

山梨県
（公立）

全国
（公立）

　全体 64 65.6

8.9 /14
9.2 /14

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

山梨県（公立） 5,863 64.0 9.0 3.3
全国（公立） 965,308 65.6 10.0 3.3
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 問題別集計結果 
※

(1)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

(2)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

(3)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ

書
く
こ
と

Ｃ

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
５･６

イ ○ ○ 84.4 85.5 1.0 0.9

１二
５･６

ア ○ ○ 68.5 68.8 1.1 1.0

１三
３･４

エ ○ ○ 83.9 84.7 1.1 1.0

１四
５･６

オ ○ ○ 45.8 47.7 2.8 3.0

２一
（１）

３･４

イ ○ ○ 67.4 68.4 1.1 1.0

２一
（２）

５･６

イ ○ ○ 69.7 70.6 1.6 1.6

２二
５･６

エ ○ ○ 67.0 68.3 11.5 12.2

２三
５･６

エ ○ ○ 58.2 59.2 3.7 3.2

３一
５･６

オ ○ ○ 55.7 59.2 2.8 2.5

３二
５･６

カ ○ ○ 34.6 37.7 14.6 14.5

３三ア
５･６

エ ○ ○ 61.4 65.2 8.4 8.1

３三イ
５･６

エ ○ ○ 59.0 58.7 9.7 10.2

３三ウ
５･６

エ ○ ○ 62.6 67.1 14.8 14.7

３四
３･４

エ

(イ)
○ ○ 75.9 77.9 6.7 5.9

（一）から（二）に書き直した際、
気を付けた内容として適切なものを
選択する

：次のページに具体的な授業例を提示

【文章２】の の部分を、どの
ようなことに気を付けて書いたの
か、適切なものを選択する

【伝え合いの様子の一部】を基に、
【文章２】のよさを書く

【文章２】の中の 部アを、漢
字を使って書き直す（ろくが）

【文章２】の中の 部イを、漢
字を使って書き直す（はんせい）

【文章２】の中の 部ウを、漢
字を使って書き直す（したしむ）

「老人」が未来の「ぼく」だと考え
られるところとして適切なものを選
択する

物語から伝わってくることを考え、
【森田さんの文章】の　　   に入
る内容を書く

【山村さんの文章】の　　  に入
る
内容として適切なものを選択する

【話し合いの様子の一部】で、中村
さんが前田さんに質問し、知りた
かったことの説明として適切なもの
を選択する

「ごみ拾い」か「花植え」かのどち
らかを選んで、　　　　でどのよう
に話すかを書く

「ぼく」の気持ちの説明として適切
なものを選択する

無解答率(％)

知識及び技能
思考力、判断
力、表現力等

【話し合いの様子の一部】における
谷原さんの発言の理由として適切な
ものを選択する

【話し合いの様子の一部】における
谷原さんや中村さんの発言の理由と
して適切なものを選択する

問題番号 問題の概要

学習指導要領の内容

評価の観点 問題形式 正答率(％)

Ａ

Ｂ

11



正答例 ３ 二  
わたしの文章のよさは、今年がんばりたいことを伝える

ために、南さんの話やさいばい委員の活動で反省したこと

を書いたり、運動委員として進めたい新たな活動を、最後

のだん落に具体的に書いたりしたところです。 

ここがつまずき！  
具体的な記述を示しながら「自分の文章のよさ」に

ついてまとめることに課題が見られる。 

全国学力・学習状況調査 小学校 国語 

自分の文章のよいところを、 

観点をもとに見付けることができる児童 

自分の「文章のよさ」を見付けるための 

観点をもたせよう！ 

誤答から見える

児童のつまずき！ 

（問い） 
【文章２】の方ががんばりたいことがよく 
伝わってきます。それは、なぜですか。 
また、どこからわかりますか。 

こんな問いかけ 

してみませんか 

島谷さんが書いた【文章１】と【文章２】を使って
2 つの文章の違いに着目し、文章のよさを見付ける
言語活動例です。（ 調査問題 設問 ３ 二 ） 

観点をもとにして、
自分の文章のよい
ところを見付けま
しょう。 

日々の学習における改善･充実 

島谷さんが 5 年生の時に委員会の活動で経験
したことが具体的に書いてあるので、感じたこ
とがわかりやすく伝わりました。  

（具体的な記述） 

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は

二
十
四
時
間
営
業
が
よ
い

田
中 

太
郎

ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
二
十
四
時
間
営
業

が
よ
い
と
考
え
る
。

先
日
、
寝
る
前
に
明
日
の
学
校
の
持
ち
物
を

確
認
し
て
い
る
と
「
軍
手
」
が
な
い
こ
と
に
気

が
付
き
、
次
の
日
に
ど
う
し
て
も
必
要
だ
っ
た

の
で
、
近
所
に
あ
る
二
十
四
時
間
営
業
の
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
っ
て
き
て
も
ら
い
、
と

て
も
助
か
っ
た
。

し
か
し
、
二
十
四
時
間
開
い
て
い
る
必
要
は

な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
今
回
の
こ
と
も
自

分
が
気
を
付
け
て
い
れ
ば
解
決
で
き
る
こ
と
で

も
あ
っ
た
。

（
中
略
）

今
回
、
お
店
で
働
く
人
に
聞
く
中
で
、「
何
時

で
も
買
い
物
に
来
て
ほ
し
い
」
と
い
う
願
い
だ

け
で
な
く
、「
警
備
会
社
と
連
携
し
て
い
る
こ
と

か
ら
の
安
全
面
」
や
「
お
客
さ
ん
が
少
な
い
と

き
に
で
き
る
仕
事
の
こ
と
」
に
つ
い
て
も
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
点
か
ら
も
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

は
二
十
四
時
間
営
業
が
よ
い
と
考
え
る
。

読む人によくわかるように、

最初と最後の段落にスーパー

マーケットの営業についての

自分の考えを示した。（構成）

軍手を買った経験を
具体的に書いている
ので、読む人によく伝
わると思う。 

（具体的な記述） 

「24 時間営業は必要な

い」という人の意見も想

像しながら書くことがで

きた。（予想される反論） 

お店の人の「何時で
も…」という言葉が
文章の中に引用でき
ているな。（引用） 

自分の考えを読み手に伝えるために、最初と
最後の段落に自分の考えが書いてあります。 

（構成） 

南さんから聞いた委員会の様子のことをきっ

かけに、今年の自分の活動に生かそうとした

ところです。  （文章を書く理由・考え） 

教材名：「あなたは、どう考える」光村図書 5 年 

（ペアやグループで意見や感想を伝え合った後に…） 

みんなの 
意見をもとに
自分の文章の
よさを考えて
みよう。 

クラス全体で「文章のよさ」を見付けるための

観点を整理します。
観点をもとに、自分で「文章のよさ」を 

見付けていきます。 

より具体的な記述に！ 

特徴的な誤答  
わたしの文章のよいところは、今年がんばろうとしていることをくわしく

書いたことや、最初と最後のだん落に同じ内容を書いているところです。 
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〔
第
３
学
年
及
び
第
４
学
年
〕
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と
（
１
）

オ

書
こ
う
と
し
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
文
章
に
対
す
る
感
想
や
意
見

を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
こ
と
。

〔
第
５
学
年
及
び
第
６
学
年
〕 

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と
（
１
） 

カ

文
章
全
体
の
構
成
や
展
開
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
、
文
章
に
対
す
る
感
想
や

意
見
を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
よ
い
と
こ
ろ
を
見
付
け
る
こ
と
。

こ
の
設
問
は･･･

（
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
指
導
事
項
よ
り
）

〔
第
１
学
年
及
び
第
２
学
年
〕
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｂ
書
く
こ
と
（
１
）

オ  

文
章
に
対
す
る
感
想
を
伝
え
合
い
、
自
分
の
文
章
の
内
容
や
表
現
の
よ
い
と
こ
ろ
を

見
付
け
る
こ
と
。

中
学
年
で
は
… 

低
学
年
で
は
… 

設
問
二
は
、【
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
】
の
「
Ｂ
書
く
こ
と
」
の
「
共
有
」

に
関
す
る
指
導
事
項
を
問
う
初
め
て
の
調
査
問
題
で
し
た
。 

こ
れ
を
機
会
に
、「
共
有
」
の
指
導
・
評
価
に
つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
ょ
う
。 

小学校 国語 
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集計結果 

正答数集計値・グラフ 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

Ａ 数と計

算

Ｂ 図形

Ｃ 変化と

関係

Ｄ データ

の活用

山梨県

（公立）
全国

（公立）

児童数

山梨県
（公立）

山梨県
（公立）

全国
（公立）

１６問 103 1.8 2.5
１５問 323 5.5 6.4
１４問 530 9.0 9.9
１３問 648 11.1 11.4
１２問 682 11.6 11.3
１１問 609 10.4 10.4
１０問 552 9.4 9.3
９問 534 9.1 8.1
８問 420 7.2 7.0
７問 343 5.9 5.9
６問 331 5.6 4.9
５問 263 4.5 4.0
４問 192 3.3 3.2
３問 144 2.5 2.5
２問 109 1.9 1.7
１問 45 0.8 1.0
０問 34 0.6 0.5

正答数集計値

正答数
割合(％)

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問11問12問13問14問15問16問

山梨県（公立）

全国（公立）

16
Ａ　数と計算 6
Ｂ　図形 4
Ｃ　測定 0
Ｃ　変化と関係 4
Ｄ　データの活用 3
知識・技能 9
思考・判断・表現 7
主体的に学習に取り組む態度 0
選択式 6
短答式 6
記述式 4

問題形式

51.1 51.8
75.4 76.5
58.0 60.2

49.8 51.3
66.6 68.7

評価の観点

67.1 68.2
55.3 56.7

　全体 62 63.2

学習指導要領の領域

68.9 69.8
62.6 64.0

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

山梨県
（公立）

全国
（公立）

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 

9.9 /16
10.1 /16

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

山梨県（公立） 5,862 62 10.0 3.6
全国（公立） 965,431 63.2 11.0 3.6
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問題別集計結果 
※

Ａ

数
と
計
算

Ｂ

図
形

Ｃ

測
定

Ｃ

変
化
と
関
係

Ｄ

デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）

３(１)

ア(ウ)

３(３)

ア(イ)

４(７)

ア(ア)

○ ○ 91.5 92.4 0.4 0.3

１（２）
５(１)

ア(イ) ○ ○ 72.4 72.2 2.6 3.0

１（３）

３(４)

イ(ア)

４(３)

ア(イ)

○ ○ 75.9 76.0 4.4 5.2

１（４）
４(２)

イ(ア) ○ ○ 35.0 34.8 0.9 0.9

２（１）
５(３)

ア(イ) ○ ○ 71.2 71.1 3.4 3.9

２（２）
５(３)

ア(イ) ○ ○ 62.1 64.6 2.6 3.3

２（３）
５(３)

ア(ア) ○ ○ 20.5 21.4 1.0 1.1

２（４）
５(１)

イ(ア) ○ ○ 45.5 48.0 4.5 5.5

３（１）
４(６)

ア(ア)

３(１)

ア(ア) ○ ○ 72.7 75.3 2.2 2.1

３（２）
３(１)

イ(ア) ○ ○ 61.8 63.9 1.5 1.6

３（３）
５(１)

ア(ア) ○ ○ 65.3 66.8 2.1 2.2

３（４）
４(６)

ア(ア)

イ(ア)
○ ○ 66.2 67.7 7.7 8.6

４（１）

３(１)

ア(ア)

４(５)

ア(ア)

イ(ア)

○ ○ 44.2 48.8 3.4 3.8

４（２）
２(１)

ア(イ) ○ ○ 82.6 83.2 4.7 4.7

４（３）
４(１)

ア(イ) ○ ○ 65.4 66.5 4.9 4.6

４（４）
４(１)

ア(イ)

イ(ア)
○ ○ 58.3 57.6 5.5 5.1

示されたプログラムでかくこ
とができる図形を選ぶ

：次のページに具体的な授業例を提示

示されたプログラムについ
て、正三角形をかくことがで
きる正しいプログラムに書き
直す

長方形のプログラムについ
て、向かい合う辺の長さを書
く

辺の長さや角の大きさに着目
し、ひし形をかくことができ
るプログラムを選ぶ

分類整理されたデータから、
全員の希望が一つは通るよう
に、遊びを選ぶ

１年生と６年生が希望する遊
びの割合を調べるためのグラ
フを選び、そのグラフから割
合が一番大きい遊びを選ぶ

１年生の希望をよりかなえる
ためのポイント数の求め方と
答えを書く

果汁が含まれている飲み物の
量を半分にしたときの、果汁
の割合について正しいものを
選ぶ

果汁が３０％含まれている飲
み物に果汁が１８０ｍＬ入っ
ているときの、飲み物の量の
求め方と答えを書く

表のしりとりの欄に入る数を
求める式と答えを書く

８５×２１の答えが１４７０
より必ず大きくなることを判
断するための数の処理の仕方
を選ぶ

果汁が２５％含まれている飲
み物の量を基にしたとき、果
汁の量の割合を分数で表す

果汁が４０％含まれている飲
み物の量が１０００ｍＬのと
きの、果汁の量を書く

１０５０×４を計算する

１４と２１の最小公倍数を求
める

カップケーキ７個分の値段
を、１４７０÷３で求めるこ
とができるわけを書く

問題番号 問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

15



ｐ 

 

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

目的に応じて、 

数学的に表現・処理することができる児童 

児童が問題場面に着目できるようにしよう！ 

判断する場面や振り返る場面を設定しよう！ 

正答例 １（４）  
85を小さくみて80、21を小

さくみて20として計算します。 

ここがつまずき！  
１個入り 85 円のカップケーキ 21 個分の値段が 1470 円より

必ず高くなることを見積もりによって確かめる問題である。値段を

求める式である 85×21 の 85 と 21 をそれぞれ小さく見積もる

ことに課題が見られる。 

⇒目的に合った数の処理をできるようにすることが大切である。

特徴的な誤答  
85を大きくみて90、21を小

さくみて20として計算します。 

リンゴが 1 日目に 85 個、２日目に 36 個と

れました。この２日間にとれたリンゴを 100個

入りの箱に入れます。全部入るでしょうか。 

C:85個を 80個、36個を 30個
とそれぞれの個数を小さくして
考えるといいと思います。 

C:２日間でとれたリンゴの
数は、85＋36という
たし算で求められるね。 

C:85＋36の計算
をしなくても考え
られそうです。 

T:どうしてそう考えたのですか。 

C:全部入るかどうかを考えていくからです。 

C:80＋30＝110。小さくして考えても
100をこえているので、100個入りの
箱には必ず入らないことがわかるね。 

それでは、110 個入りの箱、120 個入りの

箱、130個入りの箱のどの箱があれば全てのリ

ンゴを入れることができますか。

C:今度は必ず入るか
を考えるんだね。 

C:だから、大きくして
考えばいいんだ。 

T:どうして大きくして考えればいいのですか。 

C:本当の個数よりも多くして考えれば，
必ず全てのリンゴが入るからです。 

C:「10台で足りる
でしょうか。」と
足りるかを考える
からです。 

C:だから、38人を
40人と多くみて
考えたんだね。 

C:すると、40÷４＝10となって、
多い人数で考えても 10台になる
から足りると言えます。 

T:38人を 30人と考えたらどうですか。 

C:少ない人数で考えると、本当の
人数が長椅子に座れなかったか
分からないから、足りるかどう
かははっきりしません。 

38人の子供がいます。４人がけの長椅子に全

員が座れるようにします。長椅子は 10 台で足

りるでしょうか。 

C:「10台で足りるでしょうか。」を
考えるから、だいたいの数で考え
た方が計算は簡単だと思います。 

C:私は 38人を 40人とだいた
いの数で考えてみました。 

T:どうして 38人を 40人と考えたの
ですか。 

C:目的に合ったように考
えることは大切だね。 

こんな  

問いかけ 

してみません 

か？

日々の学習における改善・充実

ここが 

POINT 
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小学校 算数 
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集計結果 

正答数集計値・グラフ 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

エネル

ギー

粒子

生命

地球

山梨県

（公立）
全国

（公立）

児童数

山梨県
（公立）

山梨県
（公立）

全国
（公立）

１７問 83 1.4 1.8
１６問 311 5.3 5.9
１５問 551 9.4 9.6
１４問 592 10.1 11.3
１３問 610 10.4 11.0
１２問 555 9.5 10.1
１１問 536 9.1 8.8
１０問 496 8.5 7.6
９問 435 7.4 6.6
８問 329 5.6 5.7
７問 300 5.1 5.1
６問 316 5.4 4.5
５問 246 4.2 3.9
４問 221 3.8 3.2
３問 137 2.3 2.4
２問 86 1.5 1.4
１問 48 0.8 0.7
０問 12 0.2 0.3

正答数集計値

正答数

割合(％)

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問 15問 16問 17問

山梨県（公立）

全国（公立）

10.5 /17
10.8 /17全国（公立） 965,761 63.3 11.0 3.8

山梨県（公立） 5,864 62 11.0 3.8

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

全国学力・学習状況調査 小学校 理科 

17
エネルギー4
粒子 5
生命 5
地球 5

知識・技能 6
思考・判断・表現 11
主体的に学習に取り組む態度 0
選択式 11
短答式 3
記述式 3

問題形式

66.0 66.8
62.4 66.2
46.1 47.3

評価の観点

59.9 62.5
62.9 63.7

60.4

Ｂ区分
「生命」を柱とする領域 74.5 75.0
「地球」を柱とする領域 64.1 64.6

　全体 62 63.3

学習指導要領の
区分・領域

Ａ区分
「エネルギー」を柱とする領域 50.9 51.6
「粒子」を柱とする領域 57.0

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

山梨県
（公立）

全国
（公立）
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問題別集計結果 
※ ：次のページに具体的な授業例を提示

「

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

粒
子
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

生
命
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

地
球
」

を
柱
と
す
る
領
域

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）

３Ｂ

(１)ア

(ア)

(イ)※

○ ○ 92.6 92.9 0.1 0.2

１（２）
３Ｂ

(１)ア

(イ)※
○ ○ 66.5 67.5 3.6 5.0

１（３）
３Ｂ

(１)ア

(イ)
○ ○ 72.6 73.1 0.3 0.3

１（４）

３Ｂ

(１)ア

(ア)

(イ)※

○ ○ 74.5 76.1 0.5 0.7

１（５）

３Ｂ

(１)ア

(ア)

(イ)※

○ ○ 66.3 65.5 1.2 1.4

２（１）
４A

(２)ア

(ウ)
○ ○ 57.5 67.8 10.4 9.8

２（２）
４A

(２)ア

(ウ)
○ ○ 69.3 70.0 0.9 0.6

２（３）

４A

(２)ア

(ウ)

５A

(１)ア

(ウ)※

○ ○ 60.9 62.8 0.8 1.0

２（４）

４A

(２)ア

(ウ)

５A

(１)ア

○ ○ 36.2 39.3 7.0 8.7

３（１）
３Ａ

(３)ア

(ア)
○ ○ 27.2 27.8 0.4 0.6

３（２）

３Ａ

(３)ア

(ア)

(イ)

○ ○ 72.0 74.4 1.2 1.3

３（３）

３Ａ

(３)ア

(ア)

(イ)※

３Ｂ

(２)ア

(ア)※
○ ○ 68.8 68.9 4.2 5.1

３（４）

３Ａ

(３)ア

(ア)

(イ)※

○ ○ 35.6 35.1 9.0 11.2

４（１）
４Ｂ

(４)ア

(ア)※
○ ○ 81.3 82.3 0.9 1.0

４（２）
４Ｂ

(４)ア

(ア)※
○ ○ 65.2 64.5 1.1 1.3

４（３）
４Ｂ

(４)ア

(ア)※
○ ○ 44.3 45.5 5.2 6.5

４（４）
４A

(２)ア

(ウ)

４Ｂ

(４)ア

(イ)
○ ○ 60.9 62.0 4.9 6.2

見いだされた問題を基に、観察の記録が誰のもの
であるかを選ぶ

問題番号 問題の概要

学習指導要領の
区分・領域 評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

Ａ区分 Ｂ区分

育ち方と主な食べ物の二次元の表から気付いたこ
とを基に、昆虫の食べ物に関する問題を見いだし
て選ぶ

一定量の液体の体積を適切にはかり取る器具の名
称を書く

水５０ｍＬをはかり取る際に、メスシリンダーに
入れた水の量を正しく読み取り、さらにスポイト
で加える水の量を選ぶ

自分の観察の記録と新たに追加された他者の観察
の記録を基に、問題に対するまとめを見直して書
く

昆虫の体のつくりの特徴を基に、ナナホシテント
ウが昆虫であるかどうかを説明するための視点を
選ぶ

資料を基に、カブトムシは育ち方と主な食べ物の
特徴から二次元の表のどこに当てはまるのかを選
ぶ

実験の結果から、問題の解決に必要な情報が取り
出しやすく整理された記録を選ぶ

鏡ではね返した日光の位置が変化していることを
基に、継続して同じ条件で実験を行うために、実
験の方法を見直し、新たに追加した手順を書く

問題に対するまとめから、その根拠を実験の結果
を基にして書く

水溶液の凍り方について、実験の結果を基に、そ
れぞれの水溶液が凍る温度を見いだし、問題に対
するまとめを選ぶ

凍った水溶液について、試してみたいことを基
に、見いだされた問題を書く

光の性質を基に、鏡を操作して、指定した的に反
射させた日光を当てることができる人を選ぶ

鉄棒に付着していた水滴と氷の粒は、何が変化し
たものかを書く

冬の天気と気温の変化を基に、問題に対するまと
めを選ぶ

夜の気温の変化について、他者の予想を基に、記
録の結果を表したグラフを見通して選ぶ

結果からいえることは、提示された結果のどこを
分析したものなのかを選ぶ
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特徴的な誤答  
・黒色のかんの水の温度は、ほかの色のかんの水

の温度より高いから。

・黒は光を吸収し、熱をもつから。

全国学力・学習状況調査 小学校 理科 

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

実験の結果を根拠とし、 

自分の考えを説明することができる児童

必要な事実とその解釈の両方を 

整理する場面を取り入れよう！ 

正答例  ３（4）  
黒色のかんの水の温度は、40分後には 32℃で、

ほかの色のかんの水の温度よりも高いから。 

ここがつまずき！  

・実験の結果（必要な事実）を根拠として記述することに課題が見られる。

・実験の結果を根拠とするのではなく、既習の知識のみから記述している。

問題から見える

授業の構成！ 

みんなの予想から、どのような結果になると
いえるか話し合いましょう。また、みんなの
予想が確かめられる方法も考えましょう。 

◎実験結果という事実と、結果から考えられることの両方を表現するとわかりやすい

考察になります。条件も正確に伝えましょう。

黒色のかんの水の温度が一番高くなっている。 

それは、どこからわかりますか。なぜ、そう言えますか。 

実験の結果を見ると、40 分後は黒色のかんの水の温度が一番高いね。 

32℃で一番高いね。20分後も 28℃で黒色のかんの水の温度が一番高いよ。 

事実（実験の結果）と 
解釈（結果から考え
られること）を整理
して示す。 

◆気付き

◆問題の設定

◆予想や仮説の設定

◆検証計画の立案

◆観察・実験の実施

◆結果の処理

◆結論

◆考 察

この結果からどのようなことが考えられますか。 

予想を、言葉や
図などで表現し
てみましょう。 

日々の学習における改善・充実 

こんな  

問いかけ 

してみませんか？ 

【問題】 

はね返した日光を水の入ったかんにあてると， 

何色のかんの水の温度が最も高くなるのか。 

【結果】かんの色による水の温度の変化 

【考察】 

 黒色のかんの水が一番高くなっている。 

【まとめ】 

問題解決の過程で、 

考えを明確にするために言語活動の充実をはかる 

ここが 

POINT 
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小学校 理科 
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集計結果 

正答数集計値・グラフ 

＜学習指導要領の内容の平均正答率の状況＞

(1) 言葉の特

徴や使い方に

関する事項

(2) 情報の扱

い方に関する

事項

(3) 我が国の

言語文化に関

する事項

Ａ 話すこ

と・聞くこと

Ｂ 書くこと

Ｃ 読むこと

山梨県

（公立）

全国（公立）

生徒数

山梨県
（公立）

山梨県
（公立）

全国
（公立）

１４問 277 4.7 4.2
１３問 748 12.7 11.4
１２問 911 15.4 15.5
１１問 900 15.2 15.3
１０問 797 13.5 13.2
９問 607 10.3 10.7
８問 499 8.4 8.3
７問 331 5.6 6.3
６問 267 4.5 4.8
５問 214 3.6 3.5
４問 132 2.2 2.6
３問 89 1.5 1.8
２問 77 1.3 1.3
１問 47 0.8 0.7
０問 16 0.3 0.3

正答数集計値

正答数

割合(％)

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

山梨県（公立）

全国（公立）

9.8 /14
9.7 /14全国（公立） 891,820 69.0 10.0 2.9

山梨県（公立） 5,912 70 10.0 2.9

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

14
(1) 言葉の特徴や使い方に関する事項 6
(2) 情報の扱い方に関する事項 1
(3) 我が国の言語文化に関する事項 3
Ａ　話すこと・聞くこと 3
Ｂ　書くこと 1
Ｃ　読むこと 2
知識・技能 10
思考・判断・表現 6
主体的に学習に取り組む態度 0
選択式 6
短答式 5
記述式 3

問題形式

74.8 73.7
70.0 70.3
60.0 57.4

評価の観点

69.9 69.0
63.9 62.3

70.2

思考力、判断力、
表現力等

65.7 63.9
48.8 46.5
68.6 67.9

　全体 70 69.0

学習指導
要領の
内容

知識及び技能

72.5 72.2
48.8 46.5
71.8

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

山梨県
（公立）

全国
（公立）

全国学力・学習状況調査 中学校 国語 

22



 

問題別集計結果 
※

(1)

言
葉
の
特
徴
や
使
い
方
に
関
す
る
事
項

(2)

情
報
の
扱
い
方
に
関
す
る
事
項

(3)

我
が
国
の
言
語
文
化
に
関
す
る
事
項

Ａ

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

Ｂ

書
く
こ
と

Ｃ

読
む
こ
と

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１一
１

ウ ○ 〇 76.5 74.7 2.6 3.8

１二
２

エ ○ ○ 65.5 65.1 0.1 0.1

１三
１

ア

１

ウ ○ ○ ○ 55.2 51.8 12.5 16.2

２一
２

オ ○ ○ 84.3 82.3 0.2 0.2

２二①
２

ウ ○ ○ 80.9 82.1 9.0 8.8

２二②
２

ウ ○ ○ 79.4 80.5 3.2 3.3

２三
１

イ

１

ウ ○ ○ ○ 48.8 46.5 6.8 9.0

３一
１

オ ○ ○ 51.7 52.5 0.5 0.7

３二
１

ウ ○ ○ 83.5 84.0 0.2 0.3

３三
１

イ ○ 〇 61.3 62.0 0.7 1.0

３四
１

ウ ○ ○ 75.9 73.8 10.9 13.3

４一
１エ

(ｲ) ○ ○ 44.0 39.4 1.5 0.9

４二
２ウ

(ｱ) ○ ○ 90.0 90.1 1.5 1.0

４三
２ウ

(ｱ) ○ ○ 81.3 81.1 1.8 1.1

：次のページに具体的な授業例を提示

行書の特徴を踏まえた書き方につい
て説明したものとして適切なものを
選択する

最初に書いた文字の漢字のバランス
について説明したものとして適切な
ものを選択する

書き直した文字の「と」の書き方に
ついて説明したものとして適切なも
のを選択する

「途方に暮れた」の意味として適切
なものを選択する

話の展開に沿って「おれ」の行動や
心情を並べ替える

「おれ」は何を「なるほど」と思っ
たのかについて、話の展開を取り上
げて書く

漢字を書く（のぞく）

漢字を書く（よろこんで）

農林水産省のウェブページにある資
料の一部から必要な情報を引用し、
意見文の下書きにスマート農業の効
果を書き加える

「陽炎みたいに揺らめきながら」に
使われている表現の技法の名称を書
き、同じ表現の技法が使われている
ものを選択する

話の進め方のよさを具体的に説明し
たものとして適切なものを選択する

スピーチのどの部分をどのように工
夫して話すのかと、そのように話す
意図を書く

意見文の下書きの一部について、文
末の表現を直す意図として適切なも
のを選択する

問題形式 正答率(％) 無解答率(％)
知識及び技能

思考力、判断
力、表現力等

スピーチの一部を呼びかけたり問い
かけたりする表現に直す

問題番号 問題の概要

学習指導要領の内容

評価の観点
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全国学力・学習状況調査 中学校 国語 

文章の展開に着目して、文章の内容を 

解釈することができる生徒 

場面と場面、場面と描写を結び付けて、 
内容を解釈する学習課題を設定しよう！ 

正答例  3 四  
公園の噴水の広場で海にいるかのように遊ぶ

「息子」と同じように、子供の頃の自分も想像力を
働かせ、公園の水辺に海を見いだしていたこと。 

ここがつまずき！  
・問題文の中の「展開」という言葉を、「場面」と「場面」、「場面」と「描写」
に着目するというように、捉えられていない。

・想像力の内容を捉えられていない。また、息子が想像力を働かせていた
ことだけでなく、子供のころの「おれ」の行動と結び付けて、内容を解
釈することに課題が見られる。

誤答から見える

生徒のつまずき！ 

特徴的な誤答  
息子が公園の水辺で何かを追いかけたり、何か

の音に聴き入ったりしているのは、想像力を働か
せていたということ。 

 

 

「戸部君」が登場する場面は、「私」の心情が
マイナスの場面だね。

前時は「私」が前向きにものごとを考えるようになったことを、描写を基に捉えてきました。今日は、「戸部
君」の行動について考えていきましょう。それぞれの場面での「私」の状況と「戸部君」の行動を表にまと
めましょう。それぞれの場面を比較すると、どのようなことに気付きますか。 

場面と場面、場面と描写を相互に関連させて、内容を想像したり解釈したりできるようにしましょう。 

＜学習活動例＞「戸部君」の行動について考えよう。 
それぞれの場面の解釈ができているが、それぞれの場面を結び 

付けることで、「戸部君」の行動について考えを深める。 

第１学年 Ｃ読むこと(1)ウ 
場面と場面、場面と描写、内容の解釈 
教材名：「星の花が降るころに」（光村図書） 

「戸部君」の冗談で初めて笑っているよ。
意図的に言ったのかな。 

そうか。前の場面でも、「私」にちょっかい
を出したり、「私」のことを見ていたりした
のは、「戸部君」の気遣いだと思うよ。 

「戸部君」の行動について新たな解釈がでて
きましたね。では、「私」は「戸部君」の行動
をどのように考えているのでしょうか。 

そう考えると、「戸部君の背はいつの間に
かずっと高くなっている」という描写も
何か別の意味がありそうだね。 

日々の学習における改善･充実 

ここが 

POINT 

場面 「私」の状況 「戸部君」の行動 

昼休み 

教室 

・ぼんやり

・夏美との思い出

・ぶつかってくる

・いつもちょっかい

昼休み 

廊下 

・不安と緊張

・何も考えられない

・教室の中から様子を

見ている

放課後 

校庭 

・戸部君が憎らしい

・自分のことを小さく

感じている

・「あたかも」の冗談を 

言う 

夕方 

公園 

・前向きな気持ち ・登場なし
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 中学校 国語 

〔
第
１
学
年
〕
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等 

Ｃ 

読
む
こ
と
（
１
） 

ウ 

目
的
に
応
じ
て
必
要
な
情
報
に
着
目
し
て
要
約
し
た
り
、
場
面
と
場
面
、 

場
面
と
描
写
な
ど
を
結
び
付
け
た
り
し
て
、
内
容
を
解
釈
す
る
こ
と
。 

学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
領
域
・
指
導
事
項 
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集計結果 

正答数集計値・グラフ 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

Ａ 数と式

Ｂ 図形

Ｃ 関数

Ｄ データ

の活用

山梨県

（公立）

全国

（公立）

生徒数

山梨県
（公立）

山梨県
（公立）

全国
（公立）

１４問 76 1.3 1.7
１３問 227 3.8 4.5
１２問 372 6.3 6.8
１１問 448 7.6 8.4
１０問 543 9.2 9.1
９問 594 10.0 9.4
８問 584 9.9 9.2
７問 558 9.4 8.8
６問 555 9.4 8.3
５問 460 7.8 7.7
４問 426 7.2 7.0
３問 395 6.7 6.4
２問 333 5.6 5.8
１問 249 4.2 4.6
０問 96 1.6 2.2

正答数集計値

正答数

割合(％)

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10問 11問 12問 13問 14問

山梨県（公立）

全国（公立）

14
Ａ　数と式 5
Ｂ　図形 3
Ｃ　関数 3
Ｄ　データの活用 3
知識・技能 9
思考・判断・表現 5
主体的に学習に取り組む態度 0
選択式 4
短答式 5
記述式 5

問題形式

52.2 52.6
65.5 65.7
35.3 36.2

57.3 57.1

評価の観点

59.6 59.9
35.3 36.2

　全体 51 51.4

学習指導要領の領域

56.7 57.4
43.3 43.6
42.6 43.6

分類 区分
対象問題数
（問）

平均正答率(％)

山梨県
（公立）

全国
（公立）

7.1 /14
7.2 /14全国（公立） 891,913 51.4 7.0 3.6

山梨県（公立） 5,916 51 7.0 3.5

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

全国学力・学習状況調査 中学校 数学 
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※ ：次のページに具体的な授業例を提示

Ａ

数
と
式

Ｂ

図
形

Ｃ

関
数

Ｄ

デ
ー

タ
の
活
用

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１
1(1)

ア,イ ○ ○ 50.9 52.2 10.7 11.5

２
2(2)

ア(ウ) ○ ○ 74.2 74.5 5.8 6.1

３
2(2)

ア(イ) ○ ○ 44.8 44.9 0.3 0.4

４
2(1)

ア(ア) ○ ○ 34.9 37.9 0.4 0.4

５
1(2)

ア(ア) ○ ○ 84.4 83.3 0.2 0.3

６（１）
2(1)

ア(イ) ○ ○ 73.2 73.8 5.3 6.0

６（２）
2(1)

イ(イ) ○ ○ 48.3 48.7 17.3 20.0

６（３）
2(1)

イ(イ) ○ ○ 36.9 37.6 22.9 26.2

７（１）
1(1)

イ(ア) ○ ○ 42.7 44.0 0.9 1.4

７（２）
2(1)

ア(ア) ○ ○ 44.8 44.1 0.6 0.7

８（１）
1(1)

ア(ウ)

イ(イ)
○ ○ 54.6 54.6 5.5 7.2

８（２）
1(1)

イ(イ) ○ ○ 38.3 38.4 20.2 24.4

９（１）
2(2)

ア(ア) ○ ○ 74.7 73.2 6.0 7.5

９（２）
2(2)

イ(イ) ○ ○ 10.5 12.5 35.7 38.5

正答率(％) 無解答率(％)

４２を素因数分解する

連立二元一次方程式
を解く

問題番号 問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式

同じ偶数の和である２n＋２n＝４nにつ
いて、n が９のときどのような計算を表
しているかを書く

差が４である２つの偶数の和が、４の倍
数になることの説明を完成する

ある偶数との和が４の倍数になる数につ
いて、予想した事柄を表現する

ある予想がいつでも成り立つかどうかを
示すことについて、正しく述べたものを
選ぶ

変化の割合が２である一次関数の関係を
表した表を選ぶ

容器のふたを投げたときに下向きになる
確率を選ぶ

目標の３００ｋｇを達成するまでの日数
を求める方法を説明する

証明で用いられている三角形の合同条件
を書く

∠ＡＢＥと∠ＣＢＦの和が３０°になる
理由を示し、∠ＥＢＦの大きさがいつで
も６０°になることの説明を完成する

コマ回し大会で使用するコマをヒストグ
ラムの特徴を基に選び、選んだ理由を説
明する

箱ひげ図の箱が示す区間に含まれている
データの個数と散らばりの程度につい
て、正しく述べたものを選ぶ

与えられたグラフにおいて、点Ｅの座標
を書く

２x ＋ y ＝１

y ＝ x ＋４

 問題別集計結果 
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全国学力・学習状況調査 中学校 数学 

全国学力・学習状況調査 小学校 算数 第６学年 

事柄が成り立つかどうかを 

判断して説明することができる生徒 

目的に応じて式を変形したり、その意味を 

読み取ったりする活動を取り入れよう！ 

正答例〈4(n+1)と計算している場合〉 

n+1は整数だから、4(n+1)は 4の倍数

である。したがって、差が 4 である 2 つの

偶数の和は、4の倍数になる。【6(2)】 

特徴的な誤答  

・「2n+(2n+4)=8n」のように、誤って計算している。 

・4n+4 と計算し、「4n と 4 がそれぞれ 4 の倍数であ

る」こと、又は「4n+4は 4の倍数である」ことのい

ずれかを誤って記述している。

 

 

 

こんな 

問いかけ 

してみません

か？ 

誤答から見える

生徒のつまずき！ 

ここが 

POINT 

ここがつまずき！  

目的に応じて式を変形することや、その式の意味を読み取ることに課題が見られる。 

⇒事柄が一般的に成り立つ理由を説明するために、結論とその根拠を、文字式や 

言葉を用いて的確に表現できるようにすることが大切である。 

S:2つの偶数が2と6のとき、2+6=8
となり、4の倍数になるね。 

T:具体的な数で考えてみましょう。 

S:10+14＝24、－8+(－4)=－12にな
るから他の数も成り立ちそうだね。 

T:いつでも成り立つことを示すためには、
どうしたらいいのかな。 

S:文字を使って説明すればいいと思うよ。 

S:差が 4である 2つの偶数を 2n、2n+4
として説明すればいいね。 

T:4の倍数であることをいうには，
どうしたらいいのかな。 

S:4××(整数)の形をつくればいいね。 

S:差が4である2つの偶数の
和のほかにも2つの偶数の
和がいつでも4の倍数にな
ることがあるのかな。 

T:どのような 2つの偶数のとき、その 2つの偶数
の和が 4の倍数になるのか考えてみましょう。 

 

 

nを整数とすると、差が 4である 2つの偶

数のうち、小さい方の偶数は 2n、大きい

方の偶数は 2n+4と表される。その和は、 

2n+(2n+4)=4n+4 

    =4(n+1) 

よって、 4(n+1)は 4の倍数である。 

したがって、差が 4である 2つの偶数 

の和は 4の倍数になる。 

T:差が 4 である 2 つの偶数の和は、4 の倍数に
なることを文字を使って説明してみましょう。 

T:「4(n+1)は 4の倍数である」といえるのは、
なぜかな。 

S:「n+1が整数だから」
いえると思うよ。 

S:説明にそれを
加えないとね。 

【問題】差が 4 である 2 つの偶数
の和は、4の倍数になりますか。 

S:同じ 2 つの偶数の和も 4 の
倍数になりそうだね。 

日々の学習における改善･充実 
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 中学校 数学 
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集計結果 

正答数集計値・グラフ 

＜学習指導要領の領域の平均正答率の状況＞

エネル

ギー

粒子

生命

地球

山梨県

（公立）

全国

（公立）

生徒数

山梨県
（公立）

山梨県
（公立）

全国
（公立）

２１問 10 0.2 0.1
２０問 39 0.7 0.5
１９問 70 1.2 1.2
１８問 142 2.4 2.2
１７問 202 3.4 3.4
１６問 261 4.4 4.6
１５問 333 5.6 5.8
１４問 426 7.2 6.8
１３問 483 8.2 7.6
１２問 505 8.5 8.0
１１問 515 8.7 8.2
１０問 487 8.2 8.3
９問 491 8.3 8.1
８問 476 8.0 7.8
７問 426 7.2 7.4
６問 367 6.2 6.6
５問 273 4.6 5.4
４問 206 3.5 3.9
３問 121 2.0 2.4
２問 61 1.0 1.1
１問 19 0.3 0.4
０問 4 0.1 0.1

正答数集計値

正答数
割合(％)

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

0問 1問 2問 3問 4問 5問 6問 7問 8問 9問 10

問

11

問

12

問

13

問

14

問

15

問

16

問

17

問

18

問

19

問

20

問

21

問

山梨県（公立）

全国（公立）

10.5 /21
10.4 /21全国（公立） 892,585 49.3 10.0 4.1

山梨県（公立） 5,917 50 11.0 4.1

生徒数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

全国学力・学習状況調査 中学校 理科 

21
「エネルギー」を柱とする領域 エネルギー6
「粒子」を柱とする領域 粒子 5
「生命」を柱とする領域 生命 5
「地球」を柱とする領域 地球 6
知識・技能 7
思考・判断・表現 14
主体的に学習に取り組む態度 0
選択式 15
短答式 1
記述式 5

問題形式

50.0 49.6
25.4 24.8
56.0 53.5

44.5 44.3

評価の観点

46.9 46.1
51.9 51.0

　全体 50 49.3

学習指導要領の領域

42.3 41.9
51.6 50.9
60.3 57.9

分類 区分
対象問題数

（問）

平均正答率(％)

山梨県
（公立）

全国
（公立）

30



問題別集計結果 
※

「

エ
ネ
ル
ギ
ー
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

粒
子
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

生
命
」

を
柱
と
す
る
領
域

「

地
球
」

を
柱
と
す
る
領
域

知
識
・
技
能

思
考
・
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

選
択
式

短
答
式

記
述
式

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

山
梨
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

１（１）
(３)

(ア) ○ ○ 43.5 44.2 0.0 0.1

１（２）
(３)

(ア) ○ ○ 77.5 78.5 0.0 0.1

２（１）
(４)

(ア) ○ ○ 54.5 54.2 0.1 0.2

２（２）
(４)

(イ) ○ ○ 40.0 40.8 0.2 0.3

２（３）
(４)

(イ) ○ ○ 28.9 28.5 0.2 0.3

３（１）
(４)

(イ) ○ ○ 81.1 80.1 0.1 0.1

３（２）
(４)

(イ) ○ ○ 61.0 60.2 0.1 0.3

３（３）
(３)

(ア)

(４)

(イ) ○ ○ 25.4 24.8 3.4 4.3

４（１）
(１)

(イ) ○ ○ 77.1 74.5 4.0 5.5

４（２）
(１)

(イ) ○ ○ 66.9 65.6 0.1 0.2

５（１）
(１)

(イ) ○ ○ 16.4 15.3 0.2 0.2

５（２）
(１)

(イ) ○ ○ 45.7 45.0 0.4 0.4

５（３）
(１)

(イ) ○ ○ 45.4 43.3 24.6 29.4

６（１）
(２)

(ア) ○ ○ 49.6 48.0 0.2 0.3

６（２）
(２)

(イ) ○ ○ 60.2 60.3 0.3 0.6

６（３）
(２)

(イ) ○ ○ 33.7 34.2 0.5 0.7

７（１）
(２)

(ウ) ○ ○ 37.4 35.9 0.3 0.4

７（２）
(２)

(ウ) ○ ○ 53.3 53.4 0.8 1.0

８（１）
(３)

(ウ) ○ ○ 57.7 55.2 9.0 11.6

８（２）
(３)

(ウ) ○ ○ 57.2 55.1 10.7 14.9

８（３）
(１)

(イ) ○ ○ 42.5 39.2 0.8 1.4

アリが視覚による情報を基に行列をつくるか
を調べた実験の結果を基に、課題に正対した
考察を記述する

予想や仮説と異なる実験の結果が出る場合、
その意味することや考えられる可能性につい
て考え、実験の操作や条件制御の不備の可能
性を指摘する

生物Ｘが昆虫類かどうかアリと比較しなが
ら、観点と基準を明確にして判断する

東西方向と南北方向の地層の断面である露頭
のスケッチから、地層が傾いている向きを選
択する

液体が気体に状態変化することによって温度
が下がる身近な現象を選択する

吸湿発熱繊維に水蒸気を多く含む空気を通し
た一つの実験だけで行った考察について、課
題に正対しているかどうかを検討し、必要な
実験を指摘する

考察の妥当性を高めるために、測定範囲と刻
み幅をどのように調整して測定点を増やすか
を説明する

玄武岩の露頭で化石の観察が可能か判断し、
その理由を選択する

陸上のＢ地点で古生代のサンゴの化石が観察
されることについて、垂直方向の変動だけで
推論した他者の考察を検討し、水平方向の変
動も踏まえた推論が必要であることを指摘す
る

脊椎動物には骨格のつくりに共通点があるこ
とから、カラスの関節Ａに対応するヒトとカ
エルのあしの関節を選択する

おもりに働く重力とつり合う力の矢印を選択
し、その力について説明する

「ばねが縮む長さは、加える力の大きさに比
例するか」という課題に正対した考察を行う
ために、適切に処理されたグラフを選択する

水素を燃料として使うしくみの例の水の質量
の変化について、適切なものを選択する

水素を燃料として使うしくみの例の全体を働
かせるおおもとを指摘する

ダイオウグソクムシとダンゴムシのあしの様
子が異なることについて、生活場所や移動の
仕方と関連付け、その理由を説明する

気圧、気温、湿度の変化をグラフから読み取
り、雲の種類の変化と関連付けて、適切な天
気図を選択する

上空の気象現象を地上の観測データを用いて
推論した考察の妥当性について判断する

分子のモデルで表した図を基に、水素の燃焼
を化学反応式で表す

日常生活の中で、物体が静電気を帯びる現象
を選択する

タッチパネルの反応に水が関係しているかを
調べるために、変える条件と変えない条件を
適切に設定した実験操作の組合せを選択する

観測した気圧と天気図の気圧が異なる理由を
空気の柱の長さで説明する際、適切な長さの
変化を選択する

問題番号 問題の概要

学習指導要領の領域 評価の観点 問題形式 正答率(％) 無解答率(％)

：次のページに具体的な授業例を提示
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全国学力・学習状況調査 中学校 理科 

考察・推論を振り返り、次の課題を 
見いだそうとすることができる生徒 

見通しをもち、観察・実験から結論の導出まで 

区切らず、生徒が主体的に探究できるようにしよう！ 

正答例  ５（３）  
・加える力の大きさを0Nから0.2Nずつ2.0N

まで変化させる。 

・加える力の大きさを 3.0N にして測定する。

特徴的な誤答  

・加える力を増やせばよい。

・もっと細かく測定を行う。

問われたことは？  

【実験の計画】の「加える力の大きさを0から0.5N

ずつ２.0Nまで変化させた」を参考にして、考察の

妥当性を高めるために、実験の計画を検討して改善

する方法。 

ここがつまずき！  

測定する範囲や刻み幅に 

ついて数値を用いて説明する 

ことに課題が見られる。 

誤答から見える 

生徒のつまずき！ 

こんな  

問いかけ 

してみませんか？ 探究の過程は、必ずしも一方向の流れで
はなく、結果を分析して解釈し、振り返る
ことが大切です。 

日々の学習における改善･充実 

【問題】「磁気ばね」が縮む長さは、 
加える力の大きさに比例するか。 

〈結果のグラフ〉 

T:結果のグラフは、直線と曲線のどちらになる
でしょうか。 

S:グラフは原点を通る直線になるから、
比例すると考えます。 

S:グラフは原点を通る曲線になるから、
比例しないと考えます。 

T:どの位置に測定値が増えたらグラフを
かきやすくなりますか。 

S:今ある点の間に測定値があると
わかりやすくなります。 

S:加える力を増やして測定値を
増やせばよいと思います。 

T:具体的な数値を交えて、どのように測定値
を増やしたらよいか、実験の計画を立てま
しょう。 

S:何 N まで測定すれば
いいかしら。 

S:測定を分担して、 
時間を短縮しよう。 

S:何Nずつ測定
しようか。 

S:結果は、1人 1 台 
端末で共有しよう。 

◎他者との関わりの中で、自分の考えを
より妥当なものにする力が養われます。 

◎ＩＣＴ機器を活用することで、表やグラ
フを作成する時間を短縮し、探究を深め
られます。

ここが 

POINT 
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